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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連結吊下具は、取付体１と、フック体２と、前記フック体２に装着され、前記取付体１
と係脱可能な本体２４とを有し、前記取付体１と前記本体２４とをゴム状弾性を備えた軟
質素材で形成し、前記フック体２を前記軟質素材よりも硬質の硬質素材で形成し、前記取
付体１と前記本体２４のいずれか一方に、前記軟質素材よりも硬質の硬質素材で形成した
係合部５を突設し、前記本体２４と前記取付体１のいずれか他方に、係合部５と係脱可能
な被係合部２５を設けたことを特徴とする連結吊下具。
【請求項２】
　本体２４は、フック体２の開口部２０を閉塞するための舌片２８を有し、舌片２８は開
口部２０を開放すべく、フック体２のフック１６の先端から離間する方向へ揺動可能に形
成してなる請求項１記載の連結吊下具。
【請求項３】
　フック体２は、本体２４を収容可能な収容部１５を有し、収容部１５に舌片２８挿入用
の透孔１８を設けてなる請求項１記載の連結吊下具。
【請求項４】
　取付体１または本体２４は、内部に係合部５の基端に設けた基板１０を埋設してなる請
求項１記載の連結吊下具。
【請求項５】
　取付体１は、基台６と、基台６の上端から突出した取付片７とを有し、取付片７は前記



(2) JP 4964166 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

軟質素材よりも硬質の硬質素材で形成された取付カバー３０で被装され、取付片７と取付
カバー３０には、共通する取付孔８を設けてなる請求項１記載の連結吊下具。
【請求項６】
　係合部５は、一端に基板１０を有し、他端に膨大状の頭部１１を有した複数の連結杆９
から形成し、被係合部２５は、各連結杆９を各々挿入可能な複数の挿入孔２９から形成し
、挿入孔２９の底部に、連結杆９の頭部１１と係合可能な拡大部２６を設けてなる請求項
１記載の連結吊下具。
【請求項７】
　係合部５は、一端に基板１０を有し、他端に膨大状の頭部１１を有した一つの突片１２
から形成し、被係合部２５は、突片１２を挿入可能な一つの挿入孔２９から形成し、挿入
孔２９の底部に、突片１２の頭部１１と係合可能な拡大部２６を設けてなる請求項１記載
の連結吊下具。
【請求項８】
　舌片２８は、先端がフック体２のフック１６の先端と突き合せ状に配置され、フック体
２の内方または外方へ揺動可能に形成してなる請求項２記載の連結吊下具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、各種の物品を収納した袋物あるいはアクセサリーなどをバッグの側面、特
に小学生のランドセルの側面に上履きなどの運動靴を収納した袋を吊り下げるとき、ある
いはリュックサック、ショルダーバッグ、手提げバッグなどの側面に取り付けて用いる、
なす環型の連結吊下具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、なす環型の連結吊下具として知られているものに、図１２に示すように、なす環
本体と鞄の側面に固定する基板とから形成され、合成樹脂製の帯状の板体から形成された
基板の取付孔を利用して鞄に取り付け、基板の幅広部分の中心に支軸を突設し、二つ折り
ができるクランパーは合成樹脂製の板体から形成され、両端にＣ字状の開口部を設けて弾
力的に開口する取付部を設け、この取付部を開口して支軸に挿入できる形に形成し、クラ
ンパーを二つ折りする前になす環本体に穿った抜孔に差し込み、二つ折りして支持部を抱
え込んで取付部を支軸へ挿入し、クランパーの側面に設けた突起部と先端部分にわたって
カバーの開放口で被って、止軸で支軸に固定してなす環本体を取り付けることが知られて
いる。
【特許文献１】特許第２９１９３３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前項で述べた、図１２に示すように、合成樹脂製の帯状の基板と、合成樹脂製のなす環
本体とを合成樹脂製のクランパーを二つ折りして連結し、基板の中央に設けた支軸に固定
したクランパーが強い引張り力が加わったとき、支軸からクランパーが抜け外れることに
よって、基板となす環本体とが脱却するものであり、なす環本体は支軸に対し、一定方向
のみ揺動できるが、基板となす環本体との係合操作が大変面倒であること、またなす環本
体を基板から取り外すと、再度係合して使用することが困難であること、さらになす環本
体に対し、あらゆる方向から引張り力が働いても、なす環本体がこの引張り力に即応でき
ないこと、また吊り下げ物品が容易かつ簡単にフックに吊り下げ、または取り外すことが
できないなど問題点がある。
【０００４】
　この発明は、上述の問題点を考慮して発明されたものであり、この発明のうち請求項１
記載の発明は、学童が用いるランドセルなどの鞄の側面に取り付けて用いる、なす環型の
連結吊下具であって、連結吊下具は取付体とフック体とから形成され、この取付体とフッ
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ク体とは、合成ゴムなどの軟質素材から形成した部材と、金属あるいは合成樹脂などの硬
質素材から形成した部材とを係合部と被係合部とによって係脱自在に組み付けて、取付体
とフック体とを円滑に係合し、かつ取付体とフック体とがあらゆる方向に変位することが
でき、吊り下げた収納袋などが自動ドアまたは障害物に引っ掛って引き寄せられたとき、
とっさに取付体とフック体とを離脱できる安全ななす環型の連結吊下具を提供することが
主たる目的である。
【０００５】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、連結吊下具における金属あ
るいは合成樹脂などの硬質素材から形成したフック体のフックに収納袋などを吊り下げる
ために形成する開口部は、軟質素材の本体に付設した舌片を開口部に対し開放できるよう
に揺動させることにより、開口部を自由かつ円滑に開閉できる形態に形成したなす環の連
結吊下具を提供することが目的である。
【０００６】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、連結吊下具における金属あ
るいは合成樹脂などの硬質素材から形成した本体を有効かつ的確に収容するための収容部
を設置し、本体を安定した状態で配したなす環型の連結吊下具を提供することが目的であ
る。
【０００７】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、連結吊下具における合成ゴ
ムなどの軟質素材から形成した取付体または本体に対し、金属あるいは合成樹脂などの硬
質素材から形成した係合部を安定した状態で固定し、かつ配設したなす環型の連結吊下具
を提供することが目的である。
【０００８】
　請求項５記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、連結吊下具における合成ゴ
ムなどの軟質素材から形成した取付体をランドセルなどの取付対象物に対し、強力に取り
付け、同時に破損を未然に防止する形態に形成したなす環型の連結吊下具を提供すること
が目的である。
【０００９】
　請求項６記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、連結吊下具における合成ゴ
ムなどの軟質素材から形成した取付体または本体に配設する係合部と被係合部とを複数個
の連結杆と挿入孔によって、的確かつ有効に取付体と本体とを係合させることができるな
す環型の連結吊下具を提供することが目的である。
【００１０】
　請求項７記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、連結吊下具における合成ゴ
ムなどの軟質素材から形成した取付体または本体に配設する係合部と被係合部とを１個の
突片と挿入孔によって、的確かつ有効に取付体と本体とを係合させることができるなす環
型の連結吊下具を提供することが目的である。
【００１１】
　請求項８記載の発明は、請求項２記載の発明の目的に加え、連結吊下具における金属ま
たは合成樹脂などの硬質素材から形成したフック体のフックに合成ゴムなどの軟質素材か
ら形成した本体の舌片を有効かつ適切に弾接させるための形態を特定し、円滑な操作が行
えるなす環型の連結吊下具を提供することが目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記の目的を達成するため、この発明のうち請求項１記載の発明は、なす環型の連結吊
下具は、取付体１と、フック体２と、フック体２に固定され取付体１と係脱できる本体２
４とを備え持ち、取付体１と本体２４とはそれぞれ合成ゴムなどのゴム状弾性を備えた軟
質素材から形成し、フック体２は金属または合成樹脂などの前記軟質素材よりも硬質の硬
質素材から形成し、軟質素材の取付体１と本体２４のいずれか一方に、前記軟質素材より
も硬質の硬質素材から形成した係合部５を突設し、本体２４と取付体１のいずれか他方に
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、係合部５と係脱できる被係合部２５を形設したなす環型の連結吊下具を主な構成とする
ものである。
【００１３】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、軟質素材の本体２４は、硬
質素材のフック体２に形成した開口部２０を閉塞するための舌片２８を備え持ち、舌片２
８はフック体２の開口部２０を開放すべく、フック体２のフック１６の先端から前後に離
間する方向へ揺動できるように形成したなす環型の連結吊下具である。
【００１４】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、硬質素材のフック体２は、
軟質素材の本体２４を収容できる収容部を備え持ち、収容部１５に本体２４に形成した舌
片２８を挿入することができる透孔１８を設けたなす環型の連結吊下具である。
【００１５】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、軟質素材の取付体１または
本体２４は、内部に係合部５の基部に設けた基板１０を埋設固定したなす環型の連結吊下
具である。
【００１６】
　請求項５記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、軟質素材の取付体１は、基
台６と、基台６の上端から突出した取付片７とを備え持ち、取付片７は全体が取付体１及
び本体２４の軟質素材よりも硬質の硬質素材から形成された取付カバー３０で表面を被覆
し、取付片７と取付カバー３０には、ランドセル３７などの取付対象物に取り付ける共通
する取付孔８を設けたなす環型の連結吊下具である。
【００１７】
　請求項６記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、硬質素材の係合部５は、一
端の基部に基板１０を備え、他端に膨大状の頭部１１を備えた複数の連結杆９から形成し
、軟質素材の被係合部２５は、各連結杆９を各々挿入できる複数の挿入孔２９から形成し
、挿入孔２９の底部に連結杆９の頭部１１が係合できる拡大部２６を設けたなす環型の連
結吊下具である。
【００１８】
　請求項７記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、硬質素材の係合部５は、一
端の基部に基板１０を備え、他端に膨大状の頭部１１を備えた１個の突片１２から形成し
、軟質素材の被係合部２５は、突片１２を挿入できる１個の挿入孔２９から形成し、挿入
孔２９の底部に、突片１２の頭部１１が係合できる拡大部２６を設けたなす環型の連結吊
下具である。
【００１９】
　請求項８記載の発明は、請求項２記載の発明の構成に加え、軟質素材の本体２４に形成
する舌片２８は、先端がフック体２のフック１６の先端と突き合せ状に配設され、フック
体２の内方または外方へ揺動できる形態に形成したなす環型の連結吊下具である。
【発明の効果】
【００２０】
　この出願の請求項１記載の発明の効果として、連結吊下具は、取付体と、フック体とか
ら形成され、取付体と係脱可能な本体とを有し、取付体と本体とを軟質素材で形成し、フ
ック体を硬質素材で形成し、取付体と本体のいずれか一方に、硬質素材で形成した係合部
を突設し、本体と取付体のいずれか他方に、係合部と係合可能な被係合部を設けたことに
よって、下記の効果を奏する。
【００２１】
　この発明のなす環型の連結吊下具は、取付体とフック体の２個の部材から形成され、こ
れらの部材には軟質素材例えば合成ゴムなどを用い、また硬質素材として金属またはポリ
アセタールなどの合成樹脂を用いて形成する。取付体は軟質素材から形成しているので、
取付対象物例えばランドセルなどに柔軟に取り付けることができ、しかも連結吊下具は取
付部分を中心にあらゆる方向に変化することができ、利用する上からも大変便利な止具で
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ある。また取付片は硬質素材から形成された取付カバーによって被覆されているから破損
する恐れがない。
【００２２】
　取付体とフック体とは、硬質素材の係合部と軟質素材の本体または基台とを係合させる
ので、柔軟な連結が達成することができ、しかも係合部は軟質素材の基台または本体に、
係合部の基板を埋め込んで埋設しているから変形に即応した連結ができる。また取付体と
フック体とは柔軟性に富んだ連結によって、例え収納袋などが自動ドアあるいは障害物に
引っ掛ったときでも、とっさに取付体とフック体とが係合部分で離脱するので、使用上き
わめて安全である。さらに取り外した取付体とフック体とは再度係合部と本体または基台
とを係合させれば簡単に連結でき、学童のランドセルに装着して使用するのに好適である
などの効果がある。
【００２３】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、本体は、フック体の開口部
を閉塞するための舌片を有し、舌片は開口部を開放すべく、フック体のフックの先端から
離間する方向へ揺動可能に形成したことによって、硬質素材から形成したフック体のフッ
クに収容袋などを吊り下げるのに、便利な開口部を設け、この開口部を開放するべく本体
に設置した舌片をフックの先端から離間する方向へ揺動させるので、収納袋を簡易にフッ
クに取り付けることができる効果がある。
【００２４】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、フック体は、本体を収容可
能な収容部を有し、収容部に舌片挿入用の透孔を設けてたことによって、硬質素材から形
成したフック体に軟質素材から形成した本体を簡易かつ安定した状態でフック体に設置す
ることができる効果がある。
【００２５】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、取付体または本体は、内部
に係合部の基端に設けた基板を埋設したことによって、軟質素材の取付体または本体に係
合部を設置するのに、係合部の基部に設けた基板を単に埋設したので、安定した状態で、
しかも強固に固定できる効果がある。
【００２６】
　請求項５記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、取付体は、基台と、基台の
上端から突出した取付片とを有し、取付片は硬質素材で形成された取付カバーで被装され
、取付片と取付カバーには、共通する取付孔を設けたことによって、軟質素材から形成し
た取付体の取付片を取付カバーとともに、ランドセルなどの鞄の側面に強固かつ安定した
状態で取り付け、しかも取付体の破損を未然に防ぐ効果がある。
【００２７】
　請求項６記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、係合部は、一端に基板を有
し、他端に膨大状の頭部を有した複数の連結杆から形成し、被係合部は、各連結杆を各々
挿入可能な複数の挿入孔から形成し、挿入孔の底部に、連結杆の頭部と係合可能な拡大部
を設けたことによって、係合部として簡単な構造の連結杆を採用でき、確実かつ強固に取
付体とフック体とを連結し係合させることができ、しかも係合部の連結杆を適宜形態で複
数配設することにより、取付体に対し、あるいはフック体に対し、フック体あるいは取付
体を不用意に回動させることを未然に防ぎ、機能の優れた連結吊下具に完成させる効果が
ある。
【００２８】
　請求項７記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、係合部は、一端に基板を有
し、他端に膨大状の頭部を有した一つの突片から形成し、被係合部は、突片を挿入可能な
一つの挿入孔から形成し、挿入孔の底部に、突片の頭部と係合可能な拡大部を設けたこと
によって、係合部として簡単な構造の突片を採用でき、確実かつ強固に取付体とフック体
とを連結し係合させることができ、しかも係合部を横幅が広く適宜形態の一つの突片から
形成することにより、取付体に対し、あるいはフック体に対し、フック体あるいは取付体
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を不用意に回動させることを未然に防ぎ、機能の優れた連結吊下具に完成させる効果があ
る。
【００２９】
　請求項８記載の発明は、請求項２記載の発明の効果に加え、舌片は、先端がフック体の
フックの先端と突き合せ状に配置され、フック体の内方または外方へ揺動可能に形成した
ことによって、軟質素材から形成された舌片は、対フックの先端と突き合せ状に配され、
フックの先端に対し、前後に揺動できるから収納袋などの吊り下げ操作が簡単かつ容易に
できる効果があるなど、この発明が奏する効果はきわめて顕著である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　この発明におけるなす環型の連結吊下具は、図１～６に示すように、取付体１とフック
体２とから形成され、取付体１は軟質素材、例えばゴム状弾性を備えた合成ゴム、天然ゴ
ムなどから形成され、図２，４に示すように、横断面形状が長方形の基台６に、硬質素材
の金属または合成樹脂製の連結杆９を複数本基台６に下方へ向けて埋め込んで埋設し、こ
の連結杆９によって係合部５を形成する。連結杆９は基部に板状の基板１０を設けて軟質
素材の基台６に埋め込んで埋設する。基台６の上方には薄板状の取付片７を背面に寄った
個所に突設し、この取付片７の先端側に取付孔８を穿設する。取付片７の表面には、図２
，４に示すように取付片７を表面から被覆する硬質素材から形成した取付カバー３０を取
付片７を保護する形に配設し、この取付カバー３０にも取付片７と共通する取付孔８を穿
設する。
【００３１】
　なお、ここで基板１０とは、１枚の板体のみを指すものではなく、基板１０が球体であ
ってもよく、また多角形の平板、さらに方形体をはじめとする直方体や、矢尻状の膨大部
であってもよい。このような形態の膨大部を包含するものとして、基板１０を採り入れ、
係合部５の基部に膨大状の基板１０を設け、この基板１０を備えた連結杆９あるいは突片
１２を安定した状態で、軟質素材から形成した取付体１、または本体２４に埋設して係合
部５を形成する。
【００３２】
　一方、フック体２は、係合部５が対面する側に長方形の筒状を呈する収容部１５を設け
、収容部１５の下端にフック１６を一体に合成樹脂で成形して、硬質素材のフック体２の
フレームを形成する。収容部１５とフック１６との接合部２１に、図４，６に示すように
前面すなわちフック１６の先端が対面する側に透孔１８を設け、背面すなわちフック１６
が連接されている基部側に側孔１９をそれぞれ穿設する。
【００３３】
　この硬質素材から形成されたフック体２に取付体１に突設した係合部５の連結杆９が嵌
挿する挿入孔２９を設けて、係合部５と係合する被係合部２５を形成する。軟質素材から
形成される本体２４、および下端の透孔１８に挿入してフック１６の開口部２０を封鎖で
きる舌片２８を設け、この舌片２８とは反対側で側孔１９に嵌入する突起２７を形成する
。さらに挿入孔２９の底部には連結杆９の先端に設けた膨大状の頭部１１を挟持できる拡
大部２６が形成され、この本体２４と一体の舌片２８および突起２７を嵌入するとともに
、本体２４をフック体２の収容部１５に収容してフック体２を完成する。
【００３４】
　取付体１とフック体２とは図１, ４に示すように取付体１の係合部５における連結杆９
をフック体２に設けた収容部１５に収容された本体２４に被係合部２５として設けた挿入
孔２９に嵌挿して、取付体１とフック体２とを連結して、なす環型の連結吊下具が完成す
る。完成された連結吊下具は図１１に示すように学童のランドセル３７の側面に設けられ
たベルト３８に連結吊下具の取付体１の取付片と取付カバー３０とをビス３９によって取
り付け固定し、フック１６に吊り下げ対象物を取り付けて使用する。
【００３５】
　使用している時、吊り下げ対象物が例えば自動ドアに挟まれた時、あるいは障害物に引
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っ掛った時、吊り下げ対象物が引っ張られると、連結吊下具はその方向を向き、取付体１
とフック体２との係合が解除され、取付体１とフック体２とは分離され、フック体２が取
り外される。なお取り外されたフック体２は再度取付体１に係合させることによって連結
し使用することができる。
【００３６】
　この発明におけるなす環型の連結吊下具におけるほかの実施形態は、図７～９に示すよ
うに、前記実施形態と同様に取付体１とフック体２とから形成され、取付体１は軟質素材
から形成され、図７に示すように横断面形状が長方形の基台６に硬質素材の連結杆９が挿
入できる被係合部２５としての挿入孔２９を穿設し、上端に取付孔８を備えた取付片７を
突設し、取付片７の表面には硬質素材で取付孔８を備えた取付カバー３０で被覆して取付
片７を保護する。
【００３７】
　フック体２は、硬質素材からフレームを形成し、図７，９に示すように、上面に本体２
４の突出部３２が挿入できる差込孔３４を設け、フック体２の前面下部に内側へ向けて屈
曲片３３を設け、この屈曲片３３の下方に舌片２８が挿入できる透孔１８を設け、背面は
全面が開放され下面にフック１６を一体に設けて、本体２４を収容できる収容部１５を形
成する。
【００３８】
　本体２４は、軟質素材から形成し、上面に硬質素材から形成し、基部に基板１０を備え
た連結杆９を埋設して、先端の頭部１１を取付体１の基台６に形成した被係合部２５とし
ての挿入孔２９に挿入できる形に形成し、本体２４の上面に突出部３２を設けて、フック
体２の差込孔３４に挿入し、前面中央に凹状の差込部３１を設けて、収容部１５の前面に
設けた屈曲片３３を挿入し、その前面下方に揺動できる舌片２８を垂設する。
【００３９】
　この本体２４をフック体２の背面に形成された開放部分を利用して、フック体２の上面
に連結杆９が突出するように差込孔３４へ突出部３２を挿入し、その後で本体２４を弾力
的に屈曲して下端の透孔１８から舌片２８を突出し垂下できるように挿入し、差込部３１
を屈曲片３３に差し込み固定してフック体２を形成する。なお舌片２８の先端はフック１
６の先端に突き合せ状に弾接してフック体２は完成する。
【実施例１】
【００４０】
　図１～６に示した実施例１のなす環型の連結吊下具は、取付体１とフック体２とから形
成され、取付体１は軟質素材、例えばゴム状弾性を備えた合成ゴム、１例をあげればシリ
コンゴム、ブタジエンゴム、ブチルゴムなどから形成され、図２，４に示すように取付体
１の下端には横断面長方形の台状の基台６を設け、この基台６の下面に突出する連結杆９
を金属あるいは合成樹脂例えば熱可塑性樹脂のポリアミド、ポリアセタール、ポリプロピ
レン、ポリブチレンテレフタレートなどから成形した連結杆９を複数本突設する。連結杆
９の基部には板状の基板１０を設けて、軟質素材の基台６に埋め込んで埋設し、連結杆９
の先端には膨大状の頭部１１を設けることによって、フック体２と連結することができる
係合部５を形成する。
【００４１】
　取付体１の基台６の上端には、薄板状の取付片７を基台６の背面に寄った位置に上方へ
向け突出するように設ける。この取付片７の先端側には取付対象物例えばランドセル３７
に取付体１を取り付けるための取付孔８を穿設し、この取付片７の表面には柔軟な取付片
７を保護するため、図２，３に示すように取付片７の表面および側面を被覆する形で取付
カバー３０を取り付け、この取付カバー３０は硬質素材の合成樹脂から成形し、この取付
カバー３０にも取付片７に設けた取付孔８と共通する取付孔８を設けてビス３９が挿通で
きるように形成し、取付体１と取付カバー３０を一緒にランドセル３７などの取付対象物
にビス３９によって取り付ける。
【００４２】
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　フック体２は、取付体１の係合部５が対面する側に横断面長方形の筒状を呈する収容部
１５を設け、この収容部１５の下端にフック１６を一体に形成し、硬質素材の合成樹脂、
例えばポリアミド、ポリアセタール、ポリプロピレン、ポリブチレンテレフタレートなど
の熱可塑性樹脂を用いてフレームを成形して、硬質素材のフック体２を形成する。収容部
１５とフック１６との接合部２１に図３，４，６に示すようにフック体２の前面すなわち
フック１６の開口部２０側に透孔１８を穿設し、この透孔１８とは反対側すなわち背面に
おけるフック１６の基部に側孔１９を穿設する。
【００４３】
　硬質素材のフック体２の収容部１５に装着し、取付体１の係合部５を嵌挿する軟質素材
から形成され、図３，６に示したように、横断面長方形を呈する直方体の本体２４は、取
付体１に設置した係合部５の連結杆９が嵌挿できる被係合部２５としての断面円形の挿入
孔２９を連結杆９の数だけ設け、各挿入孔２９の底部に連結杆９の膨大状の頭部１１が嵌
り込む拡大部２６を設けて頭部１１を挟持する。本体２４の下端前面の中央には舌状の舌
片２８を突出させ、フック１６の開口部２０を封鎖させる。また舌片２８とは反対側の中
央に、図５に示すように突起２７を突設してフック体２の側孔１９に挿入し、舌片２８の
基部と突起２７によって軟質素材の本体２４が収容部１５から脱落するのを防ぐ形態に形
成されている。
【００４４】
　この本体２４をフック体２の収容部１５に舌片２８側から挿入し、舌片２８を透孔１８
から外部へ突出させ前後に揺動可能に形成して、フック１６の先端と突き合せ状に配し、
背面の突起２７を側孔１９に嵌入して、本体２４を収容部１５に強固に嵌合させて固定す
る。
【００４５】
　取付対象物、例えばランドセル３７に取り付けた取付体１にフック体２を連結するには
、図４に示すとおり、取付体１の基台６に突設した硬質素材の係合部５の各連結杆９をフ
ック体２に装備した軟質素材の本体２４に設けた被係合部２５としての各挿入孔２９に強
圧的に挿入することによって、連結杆９の頭部１１を本体に設けた拡大部２６に嵌入して
取付体１とフック体２とを連結する。連結したフック体２のフック１６に舌片２８を押圧
して吊り下げ対象物例えば上履きまたは運動靴などを袋に収めた袋体をフック１６に吊り
下げる。
【００４６】
　使用中に吊り下げ対象物が例えば自動ドアに挟まれた時、あるいは障害物に引っ掛った
時、吊り下げ対象物が引っ張られると、取付体１とフック体２とは引張力が働く方向へ向
き、耐えられなくなると取付体１とフック体２とは分離される。すなわち取付体１の係合
部５がフック体２における本体２４に設けた被係合部２５の挿入孔２９から脱落してフッ
ク体２が取付体１から取り外されるので、危害が他に及ばないから安全である。なお取り
外されたフック体２は再度取付体１と係合させることによって連結し使用することができ
る。
【実施例２】
【００４７】
　図７～９に示した実施例２のなす環型の連結吊下具は、実施例１と同様の素材から形成
した取付体１とフック体２とから形成され、取付体１は軟質素材を用いフック体２は硬質
素材を用いてフレームを形成し、このフレームに軟質素材の本体２４を収容し、本体２４
に取り付けられた硬質素材の連結杆９を取付体１の基台６に設けた挿入孔２９に挿入して
取付体１とフック体２とを嵌脱可能に形成したなす環型の連結吊下具である。
【００４８】
　詳述すると、取付体１は図７～９に示すように、軟質素材から形成し横断面形状が長方
形を呈する面に、硬質素材の係合部５を挿入できる被係合部２５として挿入孔２９を設け
、挿入孔２９は、基台６の背面側へ片寄った位置に設け、この挿入孔２９は係合部５とし
ての連結杆９の数だけ横並びに設け、挿入孔２９の深部には口径が拡大する拡大部２６を
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設けて、連結杆９の膨大状の頭部１１を挟持する形に形成する。基台６の上面にはランド
セルなどに取り付けるための取付片７を突設し、取付片７には取付孔８が穿設されている
。この取付片７を表面および側面を被覆する硬質素材から形成された取付カバー３０を被
装する。取付カバー３０にも取付片７と共通するビス３９が挿通できる取付孔８を穿設す
る。
【００４９】
　フック体２は、硬質素材からフレームを形成し、フレームの上面に連結杆９を挿入でき
る差込孔３４を連結杆９の数だけ設置するか、または横方向に１個の直列状の差込孔３４
を穿設する。フック体２の前面中央に、内側へ向けて突出する屈曲片３３を設け、その下
方に舌片２８が挿通できる透孔１８を設け、下端にフック１６を一体に設け、フック１６
の上方背面は全面的に開放する形に形成して、本体２４を収容する収容部１５を設ける。
下方に設置するフック１６は前面が開口する開口部２０を設けて吊り下げ対象物の装着が
容易にできるように形成する。
【００５０】
　本体２４は軟質素材から形成され、図７，９から明確なとおり、本体２４の上面から係
合部５としての連結杆９が突出し、取付体１の基台６に被係合部２５として設けた挿入孔
２９に挿入できる。連結杆９の突出部分はフック体２に設けた差込孔３４に挿入できる突
出部３２を設け、連結杆９は基部に基板１０を設けて本体２４に埋め込み埋設する。本体
２４の前面中央に横方向に１条の凹状の差込部３１を設けてフック体２に形成された屈曲
片３３を差し込む。この差込部３１の下方前面に舌片２８を垂下状に設けて、フック体２
の透孔１８に挿通でき、舌片２８の背面側はフック１６の上面、接合部２１に載置できる
ように形成されている。
【００５１】
　本体２４をフック体２に装着するには、フック体２の背面に形成された開放部分を利用
して、フック体２の上面に設けた差込孔３４へ、連結杆９および突出部３２を挿入する。
その後で舌片２８を透孔１８に挿入するため、本体２４を弾力的に屈曲して舌片２８の先
端を透孔１８に挿通して垂下状に突出させ、本体２４が接合部２１上に載置させて、前面
の差込部３１に屈曲片３３を差し込み固定し、舌片２８の先端はフック１６の先端と突き
合せ状に弾接させ、舌片２８は前後に揺動できるようにセットしフック体２が完成する。
完成されたフック体２はランドセル３７に取り付けた取付体１に係合部５と被係合部２５
をもって連結し使用する。
【実施例３】
【００５２】
　図１０に示した実施例３のなす環型の連結吊下具は、軟質素材の取付体１の基台６に硬
質素材の係合部５を突設し、この係合部５は第１，２実施例とは異なり１枚の横幅が広い
板体の突片１２から形成され、突片１２の基部には長方形の基板１０が設けられ、突片１
２の先端には片面へ突出する矢印状の頭部１１を形成し、また頭部１１の形状は両面へ突
出する矢印状、さらに膨大状の頭部１１であってもよく適宜形状の頭部１１を具有する。
突片１２の基板１０は軟質素材の基台６に埋め込んで固定する以外は取付体１の形態は実
施例１と同様である。
【００５３】
　一方、フック体２は横断面形状が長方形の筒状を呈する収容部１５を設け、この収容部
１５に収容する本体２４は軟質素材から形成され、横断面形状が長方形を呈する直方体か
ら形成され、取付体１に設けた係合部５の突片１２を受け入れるため、本体２４の中央に
横一文字状の被係合部２５としての挿入孔２９を設け、この挿入孔２９の底部には係合部
５の頭部１１と合致する形状の拡大部２６を設けて頭部１１を強固に挟持する。挿入孔２
９の形状は係合部５の突片１２に合わせて形成し、これ以外のフック体２の形態は実施例
１と同様である。
【００５４】
　なお、突片１２はフック体２に設置した本体２４に設けて、取付体１の基台６に設けた
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挿入孔２９に挿入し取付体１とフック体２とを連結してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　この発明のなす環型の連結吊下具は、学童のランドセルをはじめ、リュックサック、シ
ョルダーバッグ、手提げバッグの側面に取り付けて、上履、運動靴を収容した袋体または
アクセサリーなどを吊り下げるのに用いる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】実施例１に基づく、連結吊下具の斜視図である。
【図２】同上の取付体の縦断面図である。
【図３】同上の分解斜視図である。
【図４】同上の係合時における縦断面図である。
【図５】同上のフック体の斜視図である。
【図６】同上のフック体の縦断面図である。
【図７】実施例２に基づく連結吊下具の分解斜視図である。
【図８】同上の係合時における縦断面図である。
【図９】同上の分解斜視図である。
【図１０】実施例３に基づく連結吊下具の要部の斜視図である。
【図１１】ランドセルに用いた斜視図である。
【図１２】公知のなす環型の連結吊下具の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００５７】
１　　　取付体
２　　　フック体
５　　　係合部
６　　　基台
７　　　取付片
８　　　取付孔
９　　　連結杆
１０　　基板
１１　　頭部
１２　　突片
１５　　収容部
１６　　フック
１８　　透孔
１９　　側孔
２０　　開口部
２４　　本体
２５　　被係合部
２６　　拡大部
２７　　突起
２８　　舌片
２９　　挿入孔
３０　　取付カバー
３１　　差込部
３２　　突出片
３３　　屈曲片
３４　　差込孔
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